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表 題 RT ToolBox3 Ver.1.62Q リリースのご連絡

適用機種
ＦＲシリーズ、Ｆシリーズ、ＳＱシリーズ、ＳＤシリーズ、Ｓシリーズ
（コントローラ CR800／CR750／CR700／CR500シリーズ用）

三菱電機産業用ロボットＭＥＬＦＡに格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。
「ＲＴ ＴｏｏｌＢｏｘ3 Ｖｅｒ．1.62Q」（形名：3F-14C-WINJ(E)／3F-15C-WINJ(E)／3F-16D-WINJ(E) ）をリリー
スしました。以下に本バージョンで改定された内容についてお知らせします。

テクニカルニュースに記載された機能をご利用するには、FAサイトより最新版をダウンロードしてお手持
ちのRT ToolBox3をバージョンアップする必要があります。
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１．機能追加

●プログラムモニタと別に、プログラム外部変数モニタを追加

複数のロボットプログラム間で共通して使用されるプログラム外部変数のモニタ画面をプログラムモニタとは
別に設けて、プログラムの確認作業をしやすくしました。



●安全パラメータ編集機能に、安全診断機能画面を追加

安全診断機能をONするための画面を追加しました。

●リストア機能で、履歴ファイルのリストア実行選択項目を追加

一括リストア時に、リストア先の各履歴を上書きしないようにするため、履歴ファイルをリストアするかどうかを
変更できるようにしました。



●エラー履歴画面で、エラーとイベントの履歴を同時表示

両方の情報を同時に表示することで、問題発生時の復旧時間を短縮できます。

●オシログラフ機能のリアルタイムモニタの要求データ選択で、プリセット設定機能追加

ロボットコントローラに要求するデータをユーザで自由に設定できるようにしました。



●力覚拡張機能の力覚学習モニタを、スカラロボットでも表示

スカラロボットで力覚のカスタム機能を使用する際に、力覚学習モニタを使用できるようになりました。

●力覚制御パラメータ画面で、制御モードに[リミット付きスティフネス制御]を追加



●名前付き信号画面に、[STOP2]と暖機運転関連パラメータを追加

[STOP2]、[M1～3WUPENA]、[M1～3WUPMD]で設定する入出力信号の表示に対応しました。

●新型のCR800-QロボットCPUユニット(Q172DSRCPU)のバージョンアップが可能になりました

今後Q172DSRCPUユニットのファームウェアのバージョンアップをする際は、当バージョン以降のRT ToolBox3
をご使用ください。



２．仕様変更

●CRnQ_R通信詳細設定画面で、GOTトランスペアレントに[直結]モードを追加
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